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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月25日(2012.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学系で生じる収差を補正する画像処理装置であって、
　画像中の注目画素の色情報を取得する取得手段と、
　前記注目画素が、所定の輝度値より高く所定の幅よりも細い白色細線を構成する白色細
線画素であるか否かを判断する判断手段と、
　前記判断手段において白色細線画素であると判断された場合に、前記注目画素に対して
平滑化処理を行う平滑化手段と、
　前記画像を表示するための表示光学系において生じる結像位置のずれ量を示す情報に基
づいて、前記注目画素の位置を変換する変換手段と、
　前記変換手段により位置が変換された前記注目画素の色情報に基づいて、前記注目画素
の近傍に画素の補間処理を行う補間手段と
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
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　前記補間手段により補間処理された前記注目画素のうち、前記判断手段において白色細
線画素であると判断された注目画素に対して、先鋭化処理を行う先鋭化処理手段を更に備
えることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記補間手段は、前記判断手段において白色細線画素であると判断された注目画素と、
白色細線画素でないと判断された注目画素とで、先鋭化効果の異なる補間曲線を用いて、
前記補間処理を行うことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記判断手段において白色細線画素であると判断された場合に前記補間処理において用
いられる補間曲線は、前記判断手段において白色細線画素でないと判断された場合に前記
補間処理において用いられる補間曲線と比べて、先鋭化効果の高い補間曲線であることを
特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記平滑化手段は、前記判断手段において白色細線画素であると判断された場合であっ
て、前記注目画素が、前記白色細線の外周部を構成する画素である白色細線外周画素であ
る場合に、前記平滑化処理を行うことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　光学系で生じる収差を補正する画像処理装置であって、
　画像中の注目画素が、所定の輝度値より高く所定の幅より細い白色細線を構成する白色
細線画素であるか否かを判断する判断手段と、
　前記画像を表示するための表示光学系において生じる結像位置のずれ量を示す情報に基
づいて、前記注目画素の位置を変換する変換手段と、
　前記変換手段により位置が変換された前記注目画素の色情報に基づいて、前記注目画素
の近傍に画素の補間処理を行う補間手段と、を備え、
　前記補間手段は、前記注目画素が、前記判断手段において白色細線画素であると判断さ
れた場合と、白色細線画素でないと判断された場合とで、平滑化効果の異なる補間曲線を
用いて前記補間処理を行うことを特徴とする画像処理装置。
【請求項７】
　前記判断手段において白色細線画素であると判断された場合に前記補間処理において用
いられる補間曲線は、前記判断手段において白色細線画素でないと判断された場合に前記
補間処理において用いられる補間曲線と比べて、平滑化効果の高い補間曲線であることを
特徴とする請求項６に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記補間手段により補間処理された前記注目画素のうち、前記判断手段において白色細
線画素であると判断された注目画素に対して、先鋭化処理を行う先鋭化処理手段を更に備
えることを特徴とする請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記判断手段は、前記注目画素が所定の輝度値より高い画素であって、該注目画素の周
辺に、該注目画素と同一の輝度値を有する画素が存在し、かつ、該注目画素の周辺に所定
の閾値以下の輝度値を有する画素が存在する場合に、前記白色細線画素であると判断する
ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　光学系で生じる収差を補正する画像処理装置における画像処理方法であって、
　取得手段が、画像中の注目画素の色情報を取得する取得工程と、
　判断手段が、前記注目画素が、所定の輝度値より高く所定の幅よりも細い白色細線を構
成する白色細線画素であるか否かを判断する判断工程と、
　平滑化手段が、前記判断工程において白色細線画素であると判断された場合に、前記注
目画素に対して平滑化処理を行う平滑化工程と、
　変換手段が、前記画像を表示するための表示光学系において生じる結像位置のずれ量を
示す情報に基づいて、前記平滑化工程において色情報が算出された前記注目画素の位置を
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変換する変換工程と、
　補間手段が、前記変換工程において位置が変換された前記注目画素の色情報に対して、
該注目画素の近傍の画素の色情報に基づいて、補間処理を行う補間工程と
　を備えることを特徴とする画像処理方法。
【請求項１１】
　表示される画像を処理する画像処理装置における画像処理方法であって、
　判断手段が、前記画像における注目画素が、所定の輝度値より高く所定の幅よりも細い
白色細線を構成する白色細線画素であるか否かを判断する判断工程と、
　変換手段が、前記画像を表示するための表示光学系において生じる色収差に起因する結
像位置のずれ量を示す情報に基づいて、前記注目画素の位置を変換する変換工程と、
　補間手段が、前記変換工程において位置が変換された前記注目画素の色情報に基づいて
、前記それぞれの注目画素の近傍に画素の補間処理を行う補間工程と、を備え、
　前記補間工程は、前記注目画素が、前記判断工程において白色細線画素であると判断さ
れた場合と、白色細線画素でないと判断された場合とで、平滑化効果の異なる補間曲線を
用いて前記補間処理を行うことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１２】
　請求項１０または１１に記載の画像処理方法の各工程をコンピュータに実行させるため
のプログラム。
【請求項１３】
　請求項１０または１１に記載の画像処理方法の各工程をコンピュータに実行させるため
のプログラムを記憶した記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記の目的を達成するために本発明に係る画像処理装置は以下のような構成を備える。
即ち、
　光学系で生じる収差を補正する画像処理装置であって、
　画像中の注目画素の色情報を取得する取得手段と、
　前記注目画素が、所定の輝度値より高く所定の幅よりも細い白色細線を構成する白色細
線画素であるか否かを判断する判断手段と、
　前記判断手段において白色細線画素であると判断された場合に、前記注目画素に対して
平滑化処理を行う平滑化手段と、
　前記画像を表示するための表示光学系において生じる結像位置のずれ量を示す情報に基
づいて、前記注目画素の位置を変換する変換手段と、
　前記変換手段により位置が変換された前記注目画素の色情報に基づいて、前記注目画素
の近傍に画素の補間処理を行う補間手段とを備える。
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